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新人類がアフリカを出発し、全世界に広まった10万年前から1万年前の時期のことを考える時は、

気候と海面の高さを考慮。 最寒期120ｍ海面が下がった時代の推定図

黄海は陸地。

沖縄（南西諸島）は、今よりずっ
と面積の大きな島だった。

宗谷海峡の最深部は
60mで陸続に

津軽海峡の最深部は
140mで海峡ののまま

対馬海峡の最深部は
130ｍで、2万年前近
辺でも巾10-15ｋｍの
水路が残った。

マレーシア・インドネシア
一帯は陸地で、

スンダ大陸

と呼ばれ、アジア人（モ
ンゴロイド）揺籃の地と

なった。

北海道はサハリン・シベ
リアと陸続き
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国立科学博物館海部陽介氏資料より



海面高さと気温の推移には、ギャップがある
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実際の縄文海進 ： 海水準の最高は、見直され、2.5ｍ程度で、ピークは約７０００年前

・ 遠藤（1989年発表）と田辺（2012年）発表論
文のデータが、近年信頼されている。

・ 複数地点のデータを集積し、地殻の上昇・
下降、土砂の堆積等を詳細に検討し、海水準
を見直した。
・ 従来の5-6ｍ以上との概念は違っていた。

赤線は田辺データ

←

北海道東部厚岸沿岸低地の完新世バリアーシステムと海水準変動の復元
重野聖之（茨城大学大学院理工学研究科） 平成25 年度

茶色線は遠藤データ

←東京低地と中川低地における沖積層のシーケンス層序と古地理
田辺 晋1 ・中西利典2・石原与四郎3・宮地良典1・中島 礼1，2014

（左右反転の加工をしています）

実際の海水準
田辺・遠藤グラフ

海水総量から算出したグラフとは、違いが見られる。
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東京大学出版社、「モンゴロイドの地球」[3]日本人のなりたち、｣ 百々幸雄編
第2章 最終氷期の日本列島と東アジアの古環境 小野有五著（北海道大学大学院地球環境科学研究科教授

文献１は、小野有五、五十嵐八枝子（1991）「北海道の自然史-氷期の森林を旅する」北大図書刊行会
＊＊注意＊＊： 海水の総量から単純に、海面高さを算出したもので、地殻の変化が

加味されておらず、 細部（ｍ単位）までは、正確とは云えない。←丸地コメント
青太線は、現在から一万年前を、地質学の遠藤/田辺の論文のグラフに置き換えたグラフ。

実際の地中の測量結果から推定したもの（地殻の変化を加味したもの）
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←現海水面

←海面下
100ｍ

1万年前

2万年前

4万年前

青線グラフは、小野有吾外「北海道の自然史-氷期の森林を旅する」北大図書刊行会の図と
田辺晋外「東京低地臨海部の沖積層に見られる湾口砂洲の形成の図を
組み合わせ、海面低下のフラフとして丸地が合成したもの

縄文海進のピークは高さ約2.5ｍで、約7000年前

海面低下のピークは約130ｍで、約15000年前

最寒冷期は2万年前

平均気温（氷床コア解析） 海面高さ

氷河期：海面と気温低下のグラフ
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日本先住民（旧石器人・縄文人）到来時期の海面
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海面最低下時
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水田稲作開始時期 1万年前の海面



12

8000年前の海面



古代中国語と弥生時代の日本語

• 弥生時代以前の中国語は、上古音 → 呉音に近い

• 魏志倭人伝記載時には 中国 → 上古音

日本 → 漢字は上古音で読む 上古音で記述した

• 弥生時代の日本人 日本語を使用 漢字も使用

• その時の幹事記述が有れば、上古音の記述 口述も上古音

• 古事記は 上古音ベースの漢字/漢文 で記述

• 日本書紀は、中古音ベースの新しい漢字/漢文 で記述した
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